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  （評価）   （評価）
　　27年度平均　　　2.89
　　28年度平均　　　2.87
　　29年度平均　　　2.99

領域
評価の
観点

評価項目 Ｎｏ 実践目標
27年度
最終
評価

28年度
最終
評価

29年度
中間
評価

29年度
最終
評価

生徒
評価

保護者
評価

関係者
評価

2.4 2.2 C C

C C
予算の範囲内で適正に整備・運営している。

3.4 3.3 3.1 3.2 B

A B B B
5/27にPTCA環境整備に10部92名の生徒が参加。10/21の別所公民館のふ
れあい祭りにフォークソング部が出演し、放送部が司会進行を担当した。

3.4 3.2 3.2 3.2 B B

A B B B
PTA総会にあわせて授業参観と懇談会を実施、88名の保護者が来校した。
学校通信（夢通信）を７号発行した。学年と連携し、PDF版で学年通信をＨＰに
掲載している。

3.4 3.2 3.2 3.3 B

A B B B

6/13にオープンスクール、8/24・25にオープン・ハイスクール、11/9に特色選
抜説明会、12/9に学校説明会を実施、延べ中学生338名、中学生保護者21
名、中学校教員46名が参加した。事後アンケートでは、生徒主体の運営に対
して高い評価を得た。

3.1 2.6 2.8 3.0

B C B B
6/22に第1回学校評議員会を開催し、議事録とともに職員会議で説明した。

2.3 3.0 2.9 2.9 B B

C B B B
「対話のある指導」を目指し、規範意識を身につけるよう育てている。「改善
シート」も活用し、学年が進行するにつれて指導件数は減少している。

2.8 3.1 3.1 3.2 C

B B B B
ＰＴＡ、飾磨警察署、ふれあいの会、婦人会と本校生徒会並びに教職員で年
数回の通学マナーキャンペーンを実施し、マナー向上につとめた。

2.7 2.9 3.1 2.9

B B B B
月１回の全校集会を実施し、校歌練習を継続的に行った。時間厳守で集合で
き、私語で注意される生徒も少なくなった。

2.4 2.9 3.0 2.9 B B

C B B B
「遅刻改善シート」を活用している。遅刻数は激減し、昨年度比半数以下と
なった。

2.9 2.5 2.4 C C

B C C
1年生の部活動入部率が低い。フォークソング部が全国大会に出場。

2.9 3.2 2.9 3.1 gakunenn B B

B B B B

2回のＨｙｐｅｒQUを全学年で取り組み、いじめに関する項目を中心に担任面談
を行った。いじめの積極的認知には全力で取り組んでおり、全教職員の意識
が高い。各生徒の状況を把握し、必要な生徒、保護者をキャンパスカウンセ
ラーにつなぎ、教育相談を受けさせることができた。

2.8 2.9 2.6 2.6 B B

B B C C
全校集会、学年集会で徹底している。トラブルはあるが、生徒も困っているこ
とは伝えてくれるようになった。

2.8 2.5 2.7 2.6 B B

B C B C
各学年ごとに進路指導計画を作成し、段階に応じた進路指導を実施してい
る。「進路の手引き」を活用し、生徒・保護者に対して必要に応じた情報を提供
している。３年就職・進学希望者に対する生徒、保護者説明会を実施した。

3.1 2.7 2.9 2.9

B B B B
2年就業体験41名、3年企業見学28名、看護体験6名。総合学習の時間を中
心に外部講師活用。オープンキャンパスへの参加を支援。進路別学習1、2、3
年１回実施。卒業生によるキャリアガイダンスを1年生対象に実施。

2.7 2.8 2.8 2.8

B B B B
各学年で放課後および夏季補習を実施。第3学年の面接練習も小グループに
分けて実施。進路実現に向け社会性を培った。

3.0 3.0 2.9 2.9

B B B B
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞマインド研修を1回、救急救命法研修を実施した。

2.9 2.8 3.0 3.2

B B B B
防災マニュアルを見直し、避難所開設マニュアルを追加した。あらたに緊急対
応マニュアルを作成し、来年度の危機対応マニュアルの一元化に向けて取り
組んでいる。

3.1 2.9 3.1 3.3 B B

B B B B
各学年家庭連絡を密にとり、全員と三者面談を実施。41回生「十駕」、42回生
「一心一徳」、43回生「轍」に込めた思いを大切にして、日々生徒と接してい
る。

2.9 2.8 3.0 3.1 C

B B B B
5月、9月、11月、1月にPTA役員と生徒指導部が連携して通学マナーキャン
ペーンを実施。5/27に北宿自治会と連携してPTCA環境整備を実施し、自治
会から15名、PTA50名が参加。10/27にPTCA親善スポーツ大会を開催した。

4

キャリア教育の視点に立って、就業体験（インターン
シップ）や企業見学、オープンキャンパスや外部講師
を活用した進路別学習会に参加させ、体験を通して
進路意識を高める。

B

B

2

学校評議員に日頃の本校の活動を見てもらい、日常
的に率直な意見を聞き、学校運営に反映させる。

通学マナー指導や地域の環境整備活動、学校行事
などへの積極的な参加協力により、教育目標の具体
化を図る。

18

生徒、保護者のニーズを把握し、「夢の実現」に向け
て、学年・学級で実践目標を立て、その実現に向けて
努力する。取り組み状況を学年通信で伝え、保護者
会、三者面談、家庭連絡等家庭との連絡を密にとり、
信頼され学校づくりを推進する。

17

進路実現に向けて、補習授業や模擬試験、面接練習
などを効果的に実施する。更に、挨拶の仕方、話し
方、聞き方などの就労支援（ソーシャルスキルトレー
ニング）を実施し、社会性を培う。

　　  教育実践の場としての適切な設備や備品な
　　  どが、整備、運営されている。

学
校
運
営

開かれた
学校づくり

設備等の整備 0

9

学校評議員の
活用

地域の行事や近隣の施設等に生徒会や部活動の生
徒が参加し、地域に貢献し、開かれた学校づくりを推
進する。

1

B

生徒
指導

B

ＰＴＣＡとの連携

15

進路
指導

教職員の
資質の
向上

危機管理
体制の
整備

学校
運営
全般

ＰＴＣＡ
活動

進路意識の向上

指導力の向上

学年・学級経営

実効ある危機
管理マニュアル

の策定
16

防災マニュアル等を見直し、校内の組織化と役割分
担を明確化する。また、病院、警察、自治体、自治会
など関係諸機関と連携する。

生徒指導体制の
充実

基本的生活習慣
の確立

14

12

13

個別指導の充実

　５　自己探究類型の教育内容を検証し、更なる充実を図る

カウンセリング研修や救急救命法など外部講師の活
用や他校の有効な情報を共有化するなど校内研修の
充実を通して、教員の資質向上を図る。

部活動・自主活動
の活性化

進路指導体制の
充実

　　　　　　　　　　　　　平成29年度 兵庫県立姫路別所高等学校  学校評価分析　　　　　　　　　　

　評価割合
　到達度・取り組み内容、
 　解決に向けての方策

家庭や地域への
情報発信

8

教育方針

　４　保護者・地域との連携を深め、信頼される学校づくりを推進する

  校訓「友愛、責任、自立」のもと、学校・家庭・地域が一体となった体験活動や姫路特別支援学校との交流及び共同学習を通して、「豊かな心」や「共生の心」を育むとともに、確かな学力や
自立的に生きる力を培い、夢の実現に努力を続ける、知・徳・体の調和のとれた人間を育成する

　１　授業力向上を生徒指導につなぐ「わかる授業」づくりに努め、確かな学力の確立を図る

　２　キャリア教育を推進し、社会的自立に向けた教育の充実を図る

B B

　３　生徒指導と生徒支援の充実を図る
重点目標

　６　姫路特別支援学校との交流及び共同学習を推進し、「共生の心」を育む

6
保護者にも協力を求め、学校全体で登下校指導を行
い、生徒のマナー等の向上を図り、交通安全指導や
通学路の安全確保に努める。

　　４　よくできた　　　　　　　　　　　A　平均  ４．０～３．４
　　３　できた　　　　　　　　　　　　　B　平均  ３．３～２．７

生徒の内面の
理解を図る
指導の工夫

　　２　あまりできなかった　　　　　C　平均  ２．６～２．０
　　１　できなかった　　　　　　　　　D　平均  １．９以下

地域への貢献

7
全校集会等で話を聞かせる工夫として画像・ビデオを
プロジェクターで投影して生徒の視覚に訴える等、よ
り効果的な指導を展開する。

オープンスクール、オープン・ハイスクール、中学校訪
問などを通じて地域に開かれた学校づくりを推進す
る。

5

明確な生徒指導基準を設定し、生徒・保護者・教職員
間での共有を図り、指導の徹底を目指す。イエロー
カード等を活用し、学校内でのルール(服装・頭髪)や
社会通念上のマナーを遵守させ、学年が進むにつれ
指導件数が減少するよう規範意識を育てる。

3

ＰＴＡ総会や学校ホームページ(通信以外に月複数回
更新）、学校通信（月１回）、学年通信を通じて、学校
の情報を積極的に発信する。

生活のリズムを整えさせ、規則正しく心身ともに健康
な生活を送ることができる習慣を養う。特に遅刻指導
を徹底し、遅刻数を半減させる。

部活動オリエンテーションを実施し、１年生全員に部
活動を体験させ部活動の入部率を上げ、全体の入部
率を６割以上にする。ノー部活デーを踏まえ、生徒が
自ら考え練習する主体的な取り組みを行わせる。

生徒との個人面談を早期に実施し、内面理解を図
る。生徒実態調査やHyperQUアンケートを活用し、各
生徒の状況を把握し、必要な生徒・保護者をキャンパ
スカウンセラーにつなぎ、教育相談を受けさせる。い
じめ対応チームを中心に、組織としていじめの認知を
積極的に図る。また被害生徒のケア並びに加害生徒
への成長支援を充実させる。

社会人基礎力を培う生徒指導をすすめ、生徒が主体
的に携帯やネットの問題を考え改善をすすめるよう指
導する。小中学生との連携をすすめる。

10

11

ＬＨＲ、総合的な学習の時間など各学年段階に応じた
計画的な進路指導計画を作成し、体系的な進路指導
を実施する。指導に際して、「進路の手引き」「高校生
キャリアノート」を活用し、生徒・保護者に必要な情報
を提供する。

④, 25% ③, 69% ②, 6% ①, 0%

④, 31% ③, 67% ②, 3%①, 0%

④, 17% ③, 61% ②, 19% ①, 3%

④, 17% ③, 67% ②, 17% ①, 0%

④, 33% ③, 53% ②, 14% ①, 0%

④, 19% ③, 50% ②, 31% ①, 0%

④, 19% ③, 56% ②, 25% ①, 0%

④, 11% ③, 31% ②, 50% ①, 8%

④, 25% ③, 67% ②, 6% ①, 3%

④, 6% ③, 58% ②, 31% ①, 6%

④, 8% ③, 56% ②, 28% ①, 8%

④, 17% ③, 64% ②, 17% ①, 3%

④, 8% ③, 67% ②, 19% ①, 6%

④, 14% ③, 67% ②, 19% ①, 0%

④, 33% ③, 56% ②, 11% ①, 0%

④, 31% ③, 64% ②, 6% ①, 0%

④, 22% ③, 69% ②, 8% ①, 0%

④, 28% ③, 67% ②, 6% ①, 0%

④, 3%③, 31% ②, 53% ①, 14%
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領域
評価の
観点

評価項目 Ｎｏ 実践目標
27年度
最終
評価

28年度
最終
評価

29年度
中間
評価

29年度
最終
評価

生徒
評価

保護者
評価

関係者
評価

3.2 3.1 2.9 3.1 B B

B B B B
老人ホーム実習（星陽）５回、保育所実習（若草）５回を実施した。

3.2 2.9 3.1 3.2

B B B B
漢字検定4回、英語検定3回、情報処理検定2回、ビジネス文書実務検定2回、
簿記実務検定2回を、それぞれ実施した。

2.7 2.6 2.6 2.9 B B

B C C B
2学期に授業アンケート、8月にアクティブ・ラーニング研修を実施した。、研究
授業を通して実践力を高め、指導法の共有を図った。

2.8 2.6 2.8 2.8 B B

B C B B
考査や模試の結果をフィードバックしてきめ細やかな指導を行った。3教科を
中心に週末課題を課し、自ら学ぶ意欲と学力を育成している。本校の目指す
方向を定めながら放課後補習の体制を整備している。

2.7 2.4 2.7 2.7 B B

B C B B ICT活用など教材開発や展開の工夫を行った。

3.1 2.9 2.9 3.1

B B B B
生徒会の動きがよくなった。企画・運営力の成長に期待できる。老人福祉施
設の訪問や清掃活動を実施した。

2.9 3.1 2.9 3.2 B B

B B B B
12/21に消防署、姫路市危機管理室、北宿自治会と連携して避難訓練および
避難所開設訓練を行った。あわせて、消防署予防課職員の指導で応急処置
訓練等を行った。

2.7 2.5 2.5 2.4 B B

B C C C
人権標語、人権作文を通して、人権に対する意識を高めることができた。

3.2 2.9 3.0 3.3

B B B B
情報処理検定合格者が倍増した。途中であきらめる生徒が減少した。情報
科、商業科を中心に情報機器を活用した授業や資格検定に向けた補習を実
施した。

2.9 2.5 2.9 2.8 B B

B C B B
文Ⅰ・文Ⅱ（自己探究類型）・理系の教育課程を再編成し、高い目標を持つ生
徒や様々な進路希望にできるだけ対応できるように改編した。読書の時間や
自習室開放の取り組みを試行した。

3.2 2.8 2.9 2.8 B B

B B B B
兵庫大教員による特別授業の実施、9月に大学訪問、１年特色選抜生徒を対
象に7月に学校訪問をした。特色選抜生徒の受講すべき科目を整理中であ
る。

2.9 2.9 3.2 3.1

B B B B
特別非常勤講師を活用した（計68時間）。情報モラル講演会を4月に実施し、
薬物乱用防止講演会を2月初めに実施予定。インスパイアハイスクール事業
として、前全日本女子バレーボールコーチの講演会を実施した。

3.1 3.2 3.2 3.3 B B

B B B B
1月末現在、1年生140名が分教室の共同ワークスタディに参加、「交流及び共
同学習」を75回実施（部活動交流を除く）。8/8に本校で行われたビルクリーニ
ング検定に、本校生徒が分教室生徒とともに受付等の仕事に従事した。

生徒の自主的な
活動の活性化

学校行事やボランティア活動において、生徒会等が
企画、運営にかかわり、生徒の自主・自立の意識を
高める。

27

B

防災・
安全
教育

人権
教育

特色ある教育
課程の編成

学校の
個性化・
多様化

25

26

学年と人権教育委員会が連携し、ホームルームや講
演会などを活用して計画的な人権教育を展開し、自
他の命を大切にし、自他に対する肯定的な態度を育
てるなど、共生社会に向けて、人権に対する理解と意
識を高める。

総合的な
学習の
時間

自ら学
び、自ら
考える力
の育成

情報機器の基本的技術及び情報活用能力を育成し、
情報処理検定などの資格取得を目指す。

特別
活動

B

　評価割合
　到達度・取り組み内容、
 　解決に向けての方策

創意工夫を
生かした実践の

展開

基礎・
基本の
定着

わかる授業の
展開

個に応じ
た学習指
導の徹底

20
漢字検定や英語検定、情報処理検定等の資格取得
を目指し、生涯を通じて学び続ける意欲と態度を育成
する。

授業アンケートを行い、生徒にとってわかりやすい授
業を行うべく授業改善に努める。生徒が主体的に学
ぶ「アクティブ・ラーニング」の手法を取り入れ、生徒
個々の学力に応じた指導方法を工夫する。

19

生涯学習の視点
に立った
実践能力

体験的な学習の
展開

課
題
教
育

情報活用能力の
育成

情報
教育

防災・安全教育
の充実

人権教育推進体
制への取組

外部講師の
活用

指導形態の工夫

21

教
育
課
程

交流及び共同
学習の推進の

充実
31

交流及び共同学習や体験学習を通じて、共生の心を
育み、自己有用感や自尊感情を育成する。

29

インスパイアハイスクール事業、特別非常勤講師等
外部講師を活用した授業や部活動指導、講演会など
を通して、生徒の多様な興味・関心に応える教育を展
開する。薬物乱用防止、DV防止、情報モラル啓発等
様々な場面で活用をすすめる。

ボランティア実践やふれあい育児体験など、地域の
教育資源を生かし、本校の特色を生かした体験的な
学習の充実を図る。

興味・関心や進路希望等に対応できる教育課程を教
務部と連携して編成し、学校設定科目や多様な選択
科目の内容を検証し、特色化と内容の充実を推進す
る。

生徒の多様な興味・関心、能力・適性、進路希望など
にあった学習テーマを設定し、実践する。

22

自然災害や不審者の侵入など不測の事態に適切に
対応できるように、行事や共同学習中等様々な条件
下で避難訓練を行い、防災・安全教育の充実を図る。

23

28

自己探究類型の福祉、情報・商業、保育、医療・看護
の４分野について、これまでの取組を検証し、内容の
充実を図る。

30

定期考査や模擬試験等の結果を分析し、生徒個々の
学力を的確に把握し、習熟度別授業、週末課題、指
名補習等必要な指導を行うことで学力の定着を図る。

24

④, 22% ③, 64% ②, 14% ①, 0%

④, 25% ③, 67% ②, 8% ①, 0%

④, 14% ③, 67% ②, 17% ①, 3%

④, 19% ③, 50% ②, 25% ①, 6%

④, 17% ③, 39% ②, 42% ①, 3%

④, 22% ③, 64% ②, 14% ①, 0%

④, 31% ③, 58% ②, 11% ①, 0%

④, 3% ③, 44% ②, 47% ①, 6%

④, 28% ③, 69%
②, 3%

①, 0%

④, 11% ③, 61% ②, 28%
①, 0%

④, 14% ③, 58% ②, 25% ①, 3%

④, 22% ③, 69% ②, 8% ①, 0%

④, 36% ③, 58% ②, 6% ①, 0%
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